
社協だよりを新たに「げんここ地域福祉通信」として掲載します。
これからも地域福祉の情報を発信していきますのでご愛読ください。

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員　申申し込み　問問い合わせ

社協はげんきな
　　 こころ応援します

社会福祉協議会は社会福祉法第109条に定める地域福祉の推進を図ることを目的とする「公益団体」です

●伊勢社協
　マスコットキャラクター

げんきくん こころちゃん
http://ise-shakyo.jp/伊勢社協 検  索

「げんここ地域福祉通信」は、
伊勢市と伊勢市社会福祉
協議会が福祉情報を
お知らせする
コーナーです。

みんなが、「元気で優しい
心で生きていくことがで
きるように」という、思い
を込めて誕生しました。

んん ここここげげ
Vol.1

地域福祉通信地域福祉通信

　子育てサロンサポーターとは、地域で子育て中の人たちとともに、サロン活動を運営していく支援者です。
この機会に、子育てサロンを運営していく方法を学び、地域で子育てサロン活動を始めてみませんか？

（第１回）４月26日（金）　10:00 ～ 12:00
（第２回）５月10日（金）　10:00 ～ 12:00
（第３回）５月17日（金）　10:00 ～ 12:00
（第４回）５月23日（木）　10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:00
（第１～３回）イオンタウン伊勢ララパーク・２階「げんここるーむ」
（第４回）ハートプラザみその・２階 教養娯楽室
市内に在住・通勤・通学（大学生以上）し、講座終了後にサロン活動ができる人

（第１回）「子育てサロン、子育てサロンサポーターとは？！」
（第２回）「乳幼児の救急法について」
（第３回）「簡単な手遊び、レクリエーションを学ぼう！」
（第４回）「子育てサロンを実際に体験してみよう！」「実際に子育てサロンをつくっちゃおう！」
10人（先着順）
電話・ファクス・Ｅメールで、伊勢市ボランティアセンターへ
伊勢市ボランティアセンター（☎63-6370　　27-2412　?iseshakyo.isevc@gmail.com）
子育て支援グループ「わたぼうし」（伊勢市ボランティアセンター登録団体）
助産院エンジェルスマイルモモ（伊勢市ボランティアセンター地域貢献登録事業所）

地域福祉計画・地域福祉活動計画の紹介

伊 勢 市 社 会 福 祉 協 議 会 は あ なたの 暮らしを応 援します 。

マッチングの様子（ボランティア調整）
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「 制 度 の 狭 間 問 題 」とは？
は ざ 　 ま

　「福祉制度の狭間に陥り、支援の方法がない。」そのような言葉を耳にしたことはありませんか？
　制度の狭間とは、従来ある制度（医療保険・介護保険・障害者総合支援・児童福祉・生活保護など）の
対象にならず、支援の手が届かずに社会から孤立してしまうことを言います。
　具体的な事例を挙げれば、

①財産などがあり、生活保護を受けられない
②65歳未満で介護保険の対象にならない
③障がいと認定されない障がいがある

などがあり、伊勢市社会福祉協議会などへも相談が多く寄せられます。
　伊勢市を含め、全国的にも核家族化や、単独世帯の増加で、家族からの支援
が得られず、制度の狭間に陥ってしまう人が、今後多くなると予想されます。
　伊勢市と伊勢市社会福祉協議会は、このような制度の狭間の人たちへも包括
的に支援できる仕組みづくりに取り組んでいます。

　１月27日、伊勢市災害ボランティアセンターで
は、「平成30年度伊勢市災害ボランティアセン
ター運営者研修会（運営訓練）」を、ボランティア
連絡協議会・防災ボランティア関係団体・災害ボ
ランティアコーディネーター養成講座修了生・伊
勢市職員・社協職員などを対象に実施し、来るべ
き大規模災害に備え、伊勢市災害ボランティアセ
ンター運営マニュアルの実践・検証を行いました。
　この研修会は災害時のニーズに対応するため
に、行政・社協だけでなく、地域組織やＮＰＯなど
関係者の得意な部分を生かす総合調整力や、先
を見通して対応する力をつけることを目的に実施
しました。
　訓練では、ボランティア役と運営側のスタッフ
役の両方を体験してもらい、１日の流れや、運営

側の役割などを知ってもらいました。
　その後は、震災がつなぐ全国ネットワーク事務
局長の松山文紀さんの指導の下、グループワー
クで事例検討も行いました。

伊勢市災害ボランティアセンターが4月1日（月）移転
【現　在】 ハートプラザみその（御薗町長屋2767）
　↓

【移転先】 福祉健康センター（八日市場町13-1）
 ☎63-6370　FAX 27-2412

移転のお知らせ

ボランティア入門講座（子育てサロンサポーター編）参加者募集！！
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５月19日（日）、
10:00 ～ 13:30（雨天中止）
二見老人福祉センター前駐車場
市内に在住している人
出店スペース：1.5ｍ×2.5ｍ以内
出店料：５００円（当日徴収）
募集数：10ブース（先着順）
４月１日（月）～19日（金）に、電話またはファクスで、
社会福祉協議会東部支所内・ふれあい広場実行
委員会事務局（☎43-５５５１　　43-４４２７）へ

時

所
対
内

申

FAX

FAX

募集要項Ａプラン Ｂプラン
基本タイプ 350円／人 510円／人
天災タイプ 500円／人 710円／人

ボランティア登録に興味・関心がある人は、
気軽に同センターへ問い合わせてください。
伊勢市ボランティアセンター（☎63-６３７０　　27-２４１２）

●赤い羽根共同募金事業報告
●ふれあい広場のご案内
　などを紹介します

寄付は、伊勢市社会福祉協議会のホームページ新着情報でご紹介します。

活動保険料（年額）
補償期間
４月１日～

翌年３月31日

FAX

来月号
予定

制度の対象とならなくても
解決方法はあります。

ぜひ相談してください。

伊勢市福祉総務課　☎21-5557　FAX 21-5555

地域福祉課・中部支所（八日市場町13-1）
☎63-5334　FAX 27-2412
ボランティアセンター ☎63-6370　FAX 27-2412
生活サポートセンターあゆみ ☎63-5224　FAX 27-2415

東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551　FAX 43-4427

西部支所（小俣町元町536） ☎27-0509　FAX 27-0570

北部支所（御薗町長屋2767） ☎22-6617　FAX 22-6604
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勢
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社
会
福
祉
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議
会
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社協だよりを新たに「げんここ地域福祉通信」として掲載します。
これからも地域福祉の情報を発信していきますのでご愛読ください。

時とき　所ところ　対対象　内内容　定定員　申申し込み　問問い合わせ

社協はげんきな
　　 こころ応援します

社会福祉協議会は社会福祉法第109条に定める地域福祉の推進を図ることを目的とする「公益団体」です

●伊勢社協
　マスコットキャラクター

げんきくん こころちゃん
http://ise-shakyo.jp/伊勢社協 検  索

「げんここ地域福祉通信」は、
伊勢市と伊勢市社会福祉
協議会が福祉情報を
お知らせする
コーナーです。

みんなが、「元気で優しい
心で生きていくことがで
きるように」という、思い
を込めて誕生しました。
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地域福祉通信地域福祉通信

　子育てサロンサポーターとは、地域で子育て中の人たちとともに、サロン活動を運営していく支援者です。
この機会に、子育てサロンを運営していく方法を学び、地域で子育てサロン活動を始めてみませんか？

（第１回）４月26日（金）　10:00 ～ 12:00
（第２回）５月10日（金）　10:00 ～ 12:00
（第３回）５月17日（金）　10:00 ～ 12:00
（第４回）５月23日（木）　10:00 ～ 12:00・13:00 ～ 15:00
（第１～３回）イオンタウン伊勢ララパーク・２階「げんここるーむ」
（第４回）ハートプラザみその・２階 教養娯楽室
市内に在住・通勤・通学（大学生以上）し、講座終了後にサロン活動ができる人

（第１回）「子育てサロン、子育てサロンサポーターとは？！」
（第２回）「乳幼児の救急法について」
（第３回）「簡単な手遊び、レクリエーションを学ぼう！」
（第４回）「子育てサロンを実際に体験してみよう！」「実際に子育てサロンをつくっちゃおう！」
10人（先着順）
電話・ファクス・Ｅメールで、伊勢市ボランティアセンターへ
伊勢市ボランティアセンター（☎63-6370　　27-2412　?iseshakyo.isevc@gmail.com）
子育て支援グループ「わたぼうし」（伊勢市ボランティアセンター登録団体）
助産院エンジェルスマイルモモ（伊勢市ボランティアセンター地域貢献登録事業所）

地域福祉計画・地域福祉活動計画の紹介

伊 勢 市 社 会 福 祉 協 議 会 は あ なたの 暮らしを応 援します 。

マッチングの様子（ボランティア調整）
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「 制 度 の 狭 間 問 題 」とは？
は ざ 　 ま

　「福祉制度の狭間に陥り、支援の方法がない。」そのような言葉を耳にしたことはありませんか？
　制度の狭間とは、従来ある制度（医療保険・介護保険・障害者総合支援・児童福祉・生活保護など）の
対象にならず、支援の手が届かずに社会から孤立してしまうことを言います。
　具体的な事例を挙げれば、

①財産などがあり、生活保護を受けられない
②65歳未満で介護保険の対象にならない
③障がいと認定されない障がいがある

などがあり、伊勢市社会福祉協議会などへも相談が多く寄せられます。
　伊勢市を含め、全国的にも核家族化や、単独世帯の増加で、家族からの支援
が得られず、制度の狭間に陥ってしまう人が、今後多くなると予想されます。
　伊勢市と伊勢市社会福祉協議会は、このような制度の狭間の人たちへも包括
的に支援できる仕組みづくりに取り組んでいます。

　１月27日、伊勢市災害ボランティアセンターで
は、「平成30年度伊勢市災害ボランティアセン
ター運営者研修会（運営訓練）」を、ボランティア
連絡協議会・防災ボランティア関係団体・災害ボ
ランティアコーディネーター養成講座修了生・伊
勢市職員・社協職員などを対象に実施し、来るべ
き大規模災害に備え、伊勢市災害ボランティアセ
ンター運営マニュアルの実践・検証を行いました。
　この研修会は災害時のニーズに対応するため
に、行政・社協だけでなく、地域組織やＮＰＯなど
関係者の得意な部分を生かす総合調整力や、先
を見通して対応する力をつけることを目的に実施
しました。
　訓練では、ボランティア役と運営側のスタッフ
役の両方を体験してもらい、１日の流れや、運営

側の役割などを知ってもらいました。
　その後は、震災がつなぐ全国ネットワーク事務
局長の松山文紀さんの指導の下、グループワー
クで事例検討も行いました。

伊勢市災害ボランティアセンターが4月1日（月）移転
【現　在】 ハートプラザみその（御薗町長屋2767）
　↓

【移転先】 福祉健康センター（八日市場町13-1）
 ☎63-6370　FAX 27-2412

移転のお知らせ

ボランティア入門講座（子育てサロンサポーター編）参加者募集！！
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５月19日（日）、
10:00 ～ 13:30（雨天中止）
二見老人福祉センター前駐車場
市内に在住している人
出店スペース：1.5ｍ×2.5ｍ以内
出店料：５００円（当日徴収）
募集数：10ブース（先着順）
４月１日（月）～19日（金）に、電話またはファクスで、
社会福祉協議会東部支所内・ふれあい広場実行
委員会事務局（☎43-５５５１　　43-４４２７）へ

時

所
対
内

申

FAX

FAX

募集要項Ａプラン Ｂプラン
基本タイプ 350円／人 510円／人
天災タイプ 500円／人 710円／人

ボランティア登録に興味・関心がある人は、
気軽に同センターへ問い合わせてください。
伊勢市ボランティアセンター（☎63-６３７０　　27-２４１２）

●赤い羽根共同募金事業報告
●ふれあい広場のご案内
　などを紹介します

寄付は、伊勢市社会福祉協議会のホームページ新着情報でご紹介します。

活動保険料（年額）
補償期間
４月１日～

翌年３月31日

FAX

来月号
予定

制度の対象とならなくても
解決方法はあります。

ぜひ相談してください。

伊勢市福祉総務課　☎21-5557　FAX 21-5555

地域福祉課・中部支所（八日市場町13-1）
☎63-5334　FAX 27-2412
ボランティアセンター ☎63-6370　FAX 27-2412
生活サポートセンターあゆみ ☎63-5224　FAX 27-2415

東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551　FAX 43-4427

西部支所（小俣町元町536） ☎27-0509　FAX 27-0570

北部支所（御薗町長屋2767） ☎22-6617　FAX 22-6604
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